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マズローの欲求階層理論とマーケティング・コンセプト

松　　井 岡阯

　　　　　　　　　　　　　　　　1　はじめに

アブラハム…マズロー（1…一・…）の叙求階層理論（。。。・・i，r，rc。。

theory）（Mas1ow1943；1954；1970≡1987〕は，消費者行動の動機づけ理論として，

マーケティング論において強い影響力を持ち続けている．マーケティング論や消

費者行動論の教科書を見れば明らかなように，消費者の動機づけを説明する理論

は，マズローの欲求階層理論だけでは決してない（Engel，Blackwe1l　and

Mi・i・・d19951K・tl・・1994；M・w・…dMim・1998）．けれども，・マーケテイン

グの世界，とりわけ実務家の問において最も人口に膳灸している動機づけ理論は，

マズロー理論であろう．

　本論文の目的は，マーケティング論において長年受容されてきたマズローの欲

求階層理論を吟味することにある．この作業から明らかなのは，（・）マズロー理論

には様々な問題が孕んでおり，また，（b〕マーケティング論において必ずしも正確

に受容されたわけでもなし），ということである．

　それにも関わらず，マズロー理論は大きな影響力を持ち続けてきた．その大き

な理由は，顧客志向を重視するマーケティング・コンセプトとマズロー理論の間

に見られる親和性にあると筆者は考える．顧客志向が意味するのは，企業の行動

指針として重視される点が消費者欲求の変化への適応である，ということである．

この欲求の変化を説明する枠組みとして，消費者欲求の「進化」を説明している

マズロー理論は，マーケティングの理論家・実務家にとって望ましいものである

と思われる．なぜなら，消費者が「退化」寺ることを説明する枠組みは，顧客志
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向を標樗する考にとっては避けるべきものだからである．

　いわぱ「常識」であるマズロー理論を再検討する理由はここにある．マーケ

ティング論におけるマズロー理論の受容のあり方を検討するという作業は，マー

ケティング論が消費者に対して抱いている認識枠組みや暗黙の仮定を明らかにす

るための第一歩となるからである．

　本論文の構成は次の通りである．まずマズローの欲求階層理論を詳細に検討す

る（第2節）．次に，マズロー理論に向けられた批判を整理する（第3節）．さら

に，この欲求階層理論に関してマーケティング論が見過ごしている点を明らかに

する（第4節）．以上の作業を踏まえて，なぜマズロー理論がマーケティング論

において大きな影響力を持ち続けてきたのかについて考える（第5節）．最後に，

今後の課題を述べる（第6節）．

　　　　　　　　　　　　2　マズローの欲求階層理論

（1）ヒューマニスティック心理学

　アブラハム・H・マズローは，カール・ロジャースと並んでヒューマニス

ティック心理学（h，manistic　psychology）の開拓者として著名である1〕．1950

年代頃に登場したヒューマニスティック心理学が注目するのは，健全な人間が生

成（becoming）する過程において直面する「生き生きした経験」である一つま

り，行動主義（behaviorism〕のように，刺激に対して受動的にしか反応しない

存在として人間を捉えるのでもなく，精神分析（psychoanalysis）のように・神

経症や精神病の患考のみを分析対象として無意識に還元する説明図式を採るわけ

ではない．こうした既存の心理学から差別化するために，ヒューマニスティック

心理学は自らを「第三勢力」（“Third　Force”〕と呼ぶ．

（2〕欲求の階層

中でもマズローは，行動主義や精神分析が見落としてきたという健康で創造的

な人間の成長を研究することを通じて，新たな動機づけ理論をうち立てようとし

た．その中心をなすものが著名な欲求階層理論である2〕．彼によれば，健康な人
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間は，欲求の階層（hierarchy　of　needs）を上昇しながら，個々の欲求を充足さ

せるという．マズローによれぱ，以下のように5つに分けられる（Maslow！970）．

　動機づけ理論の出発点は，生理的欲求（the　physiological　needs）である．こ

れは「疑いの余地なく，あらゆる欲求の中でも最も優勢なもの」（p．36）である．

特に「極端なまでに生活のあらゆるものを失った人間では，生理的欲求が他のど

んな欲求よりも最も主要な動機づけとなる」（pp．36－37）という．しかし，生理

的レベルを超えた動機づけがほとんど見られない動物を用いて実験を行う行動主

義者が見過ごしがちなのは，生理的欲求しか見られない状況は人間にとって一般

的でない，ということである．

　したがって，安全欲求（the　safety　needs）というより高次な欲求が直ちに出

現するという．安全欲求とは，「安全，安定，依存，保護，恐怖・不安・混乱か

らの自由，構造・秩序・法・制限を求める欲求，保護の強固さなど」（p．39）で

ある．この欲求が単純な形ではっきり見られるのは，脅威や危険に対する反応を

全く抑制しない幼児である．一般的に大人はこの反応を抑制することを教えられ

ている．けれども，「我々の文化における健全で幸運な大人は，安全の欲求に関

して満足を得ている場合が多い」ので，「真の意味で，そういった人ではもはや

安全欲求は実際の動機づけとしては存在しない」（p．41）という．

　生理的欲求と安全欲求が十分に満たされると，所属と愛の欲求（the　belongin－

gness　and　love　needs）が現れる．「かつて飢餓状態であった時には，愛などは非

現実的で不必要で取るに足りぬことと軽蔑していたことを忘れ」，今や，「孤独，

追放・拒否・寄るべのないこと，根無し草であることなどの痛恨をひどく感じる

ようになる」（p，43）という．この欲求が妨害されることは，不適応や重度の病

理をもたらす最も一般的な原因である．

　所属と愛の欲求が十分満たされると現れる，と明示的には説明していないもの

の，マズローが次に出すのが，承認の欲求（the　esteem　needs）である．これに

は2種類あるという．「強さ，達成，適切さ，熟達と能力，世の中を前にしての

自信，独立と自由などに対する願望」と，「（他者から受ける尊敬とか承認を意味

する）評判とか信望，地位，名声と栄光，優越，承認，注意，重視，威信，評価
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など」である（p，45）．この欲求を充足することは，自信や世の中で必要とされ

ているといった感情をもたらすが，逆にこれが妨害されると，劣等感や無力感な

どの感情が生じるという．

　以上4つの欲求がすべて満たされたとしても，「人は，自分に適していること

をしていないかぎり，すぐに（いつもではないにしても）新しい不満が生じおち

つかなくなってくる」（p．46，原著では強調はイタリック）という．自分がなり

得るものにならなけれぱならないという欲求を，マズローは自己実現欲求（the

need　for　self．actua1ization）と名付けた．この欲求を満たした人物，すなわち自

己実現者（self－actualizer）には，以下のような特徴が見られる（pp．153－174）．

1　現実をより有効に知覚し，それとより快適な関係を保つこと

2　受容（自己，他者，自然）

3　自発性，単純さ，自然さ

4　課題中心的

5　超越性：プライバシーの欲求

6　自律性：文化と裏境からの独立，意志，能動的人問

7　認識が絶えず新鮮であること

8　神秘的体験：至高体験

9　共同社会感情

10　（心が広くて深い）対人関係

11民主主義的な性格構造

12手段と目的，善悪の判断の区別

13哲学的で悪意のないユーモアのセンス

14創造性

15文化に組み込まれることに対する抵抗，文化の超越

以上が，マズローが示した欲求の5つの階層である3〕．これらのうち，最初の

4欲求を欠乏欲求（deficiency－needs）またはD欲求（D－needs）として，自己
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実現欲求を存在欲求（bei㎎一needs）またはB欲求（B－needs）として，まとめ

ることもある．

　　　　　　　　　3　マズローの欲求階層理論への批判

　この欲求階層理論は心理学の領域を超えてマーケティングや経営学の領域で大

きな影響力を持ち続けている．しかしその一方で，多くの批判も受けている．そ

れは大きく分けると，実証に関する批判と理論枠組みに関する批判の2つに分け

られる．

　（1〕実証に関する批判

　実証に関する批判は2点ある．第1は，被験者のサンプリングの偏りおよび窓

意性に関するものである（Nord1977；Schultz1981）．神経症患考をサンプルと

して採り上げ，そこから得られた分析結果を健全な人間に当てはめようとする当

時の心理学の傾向を，マズローは批判していた．そこで白己実現者の研究をする

にあたり，まず300人の健康な大学生から被験者を選ぼうとした．しかし，満足

できる者はたった1名しかおらず，リンカーンやアインシュタインなど歴史上の

人物をサンプルに加えることにした（表〕．こうしたサンプリングの手続きに関

しては，一般化することが困難であるし，基準が窓意的である，という批判を受

けている．

　批判の第2は・欲求の階層性の経験的妥当性に向けられている．部分的に階層

性を支持する結果が得られた研究（Graham　and　Balloun1973；Mathes1981）も

あるけれども，とりわけミクロ組織論においては，支持できないという結果が数

多く見られる（HaH　and　Nougaim1968；Law1er　and　Suttle1972；Miner　and

Dachler1973；Wahb　and　Bridwel11976；Water　and　Roach1973；Wofford197ユ）．

例えぱ，因子分析を用いて欲求のカテゴリーの妥当性を検討したWater　and

Roach（1973）によれぱ，5つのカテゴリーは必ずしも相互に独立しておらず，ま

た，カテゴリーの次元には個人差が見られるという．
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　　表　マズローの自己実現者に関する研究の被験者

　　　　　　　　　　　　　　　症　　例

現代人でかなり確実な老（面接調査による〕　　　　　　　　　　　　　　　7名

現代人で非常に可能性のある者（面接調査による〕　　　　　　　　　　　　2名

歴史上の人物でかなり確実な者（晩年のリンカーンと・トマス’ジェファー　　2名

ソン）

有名人および歴史上の人物で非常に可能性のある老（アインシュタイン，エ

リノア・ルーズペルト，ジェーン・アダムス，ウィリアム・ジョーンズ，　　7名

シュバイツァrオルダス・ハックスレー，スピノザ）

　　　　　　　　　　　　　　　部分的症例

現代人で確かにかなり不十分なところはあるのだが・それでも研究に用いる　5名

ことができる者

出所：Maslow（1970〕，p．152およびMaslow（1987），pp．128－129に基づき作成

（2〕理論枠組みに関する批判

　実証に関する批判のみならず理論枠組みに対しても多くの批判がある．こうし

た批判は，3点に分けることができる．

　第1の批判は，マズローの生物学的偏向に向けられている（Aron1977；Geller

］982≡Shaw　and　Co1imore1988；Smith1973；Neher1991≡Wi1son1997）．彼の枠

組みにおいては，低次欲求のみならず高次欲求も生得的なものであると考えられ

ている．したがって，人間の成長において，文化的規範の影響は不必要であるば

かりでなく，場合によっては，生まれながら個人が持つユニークさを発現させる

上で阻害要因になるというのである．

　しかし，所属する文化の基本的な規範や言語を身につけるまでは，親は子供に

好き勝手な選択をさせないという事実から明らかなように，環境要因を無視した

欲求の発展は考えにくい（Neherユ991）．また生物学的な理由から人間の欲求の

発展段階に違いがあると想定するならぱ，発展の違いがもたらす社会的不平等は

自然であり正しいという考えを許容する危険性があるという批判もある（Shaw

and　Colimore1988〕．

　第2の批判は，マズローの枠組みが普遍モデルを志向していたにも関わらず，
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結局は個人主義に価値をおく西洋的人間観をモデル化したに過ぎない，というも

　のである（Buss1979；Engel，B1ackwell　and　Miniard1995；Ge1ler1982；Nord

1977；Tharaud！982；Robbins1994）．例えぱ，ディケンズの小説rオリヴァー・

　トゥイスト』（1837年）のストーリー展開は，マズローの欲求階層理論に基づく

　という（Tharaud1982）．時間の前後から明らかなように，これが意味するのは，

小説にも見られるほど支配的な西洋的人間観をマズローがモデル化したというこ

　とである．

　　けれども同時に意味するのは，マズロー理論は非西洋世界では妥当性を持ち得

ない，ということである．例えぱRobbins（1994）は，マズローの枠組みがアメ

リカの文化を前提としているに過ぎず，日本の場合，安全欲求が一番上になると

述べている．これに加えて，西洋世界においてもマズロー理論の妥当性は見いだ

せないという議論もある、マズロー理論は，保守主義的イデオロギーに対抗する

自由主義的イデオロギーの表出に過ぎないというのである（Nord1977；B，ss

1979）．

　第3の批判は，自己実現欲求の段階に到達するためには，欠乏欲求を乗り越え

る必要があるという欲求の序列に対する批判である（Leiss1976；Whitson　and

O1czakユ991〕4〕．こうした想定は，欠乏欲求を満たす商品を購入する資力がない

者は自己実現を達成するのが困難であるということを意味する（Whitson　and

Olczak1991）．

　また，たとえこうした資力がある場合でも，商品を購入することで満足できる

欲求から脱して自己実現欲求に達することは，現代社会においては構造的に困難

であるという指摘もある（Leiss1976）．なぜならぱ，先進社会のように密度の

濃い市場メカニズムにおいては，物的交換の領域は，乗り越えられるものではな

く，むしろさらに深く「心理学的」領域に拡がっていくからである．つまり，顕

示的消費（Veb1en1899）のように自己実現欲求が商品の購買を通じて表明され

て追求される場合，商品は複雑な意味づけを伴ったものとなり，またそれらと結

びついた「メッセージ」となるのである．こうした社会では，自己実現あるいは

「個性」が消費の最終目標であり，商品の集め方に独自性があるかどうかによっ
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て個性が獲得されるという．

　　　　　　4　マーケティング論における欲求階層理論の受容

　以上のように，マズロー理論には多くの問題が孕んでいる一しかし，マーケ

ティング論においては長年大きな影響力を持ち続けてきた．ただし，マズロー理

論は必ずしも正確な形で受容されたわけではない．マーケティング論や消費老行

動論の教科書でよく見られる説明や図解（図）と・マズロー理論の詳細を照らし

合わせると，受容の際に見過ごされてきた点を見出すことができる．それは3つ

ある．

　第1に，図とは異なり，より高次の欲求に移行するためには，現時点の欲求が

100％満たされる必要があるとマズローは考えてはいない（Maslow1970，p－53）．

欲求のヒエラルキーを上昇するほど満足の度合いは減少するという．彼の独断で

数字を当てはめてみると，平均的な人で「おそらく生理的欲求では85％，安全の

欲求では70％，愛の欲求では50％，自尊心の欲求では40％，自己実現の欲求では

10％が充足されている」（Maslow1970，p．54）というのである．

　第2に，自己実現者は単に理想的な人問ではなく，欠点も多数有することにつ

いてマズローは説明している（Mas1ow1970，pp－174－176〕．長年の親交をあっさ

り切り捨てる男性や，愛していない男と結婚したものの離婚を思い立ったら果敢

に実行に移す女性，親しい人間の死からあっという閲に立ち直る人，因習にとら

われた人に対して苛立ったため常軌を逸した言動を吐いた女性など，様々なエピ

ソードを紹介しながら，自已実現的人間がそうでない人間を傷つける場合が非常

に多いことをマズローは指摘している．こうした欠点はマズローが挙げた自己実

現者の特徴と矛盾するけれども，その理由については十分な説明があるわけでは

ない．ただし明らかなのは，自己実現的人間をマズローは無条件に賞賛していた

わけではない，ということである．

　第3に，サンプルがごく少数に限定されること（表）から明らかなように，自

己実現者になる人間はごく一握りである．上で挙げたような自己実現老の欠点を

考盧するならぱ，たとえ多数でなくても一定の割合でこうした人々が存在するな
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図　マーケティング論におけるマズローの欲求階層理論の説明

自己実現
欲求

（自己発展・

自己実現）

尊敬欲求
（自尊心，承認，地位）

社会的欲求
（帰属意識・愛情）

安全欲求
（安全，保護）

生理的欲求
（飢え，渇き）

出所：Kot1er（1994），p．185

らぱ，社会は秩序を失い，存続することは困難になるであろう．実際，自己実現

を達成する人間は全人口のたかだか1％に過ぎないとマズローは考えていたので

ある（Maslow1962）．

　　　　　5　欲求階層理論とマーケティング・コンセプトの親和性

　マズロー理論には様々な問題が孕んでおり，また，マーケティング論において

必ずしも正確に受容されたわけでもない，ということが以上の作業で明らかに

なった．では，それにも関わらずマーケティング論においてマズロー理論が影響
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力を持ち続けてきた理由はどこに求められるのか．最も基本的な理由は，我々の

常識と合致するということだろう．欲求に階層があるという考え方は，マズロー

が初めて提示したわけではなく，むしろ我々が長きにわたり常識として共有して

きた考え方である（Kilboume1987）．

　しかし，本質的な理由は，マズローの肯定的な人間観と，消費者欲求を重視す

るというマーケティング・コンセプト（marketing　concept）の間に親和性があ

ることだと筆者は去える．一般的にマーケティング・コンセプトは，顧客志向，

利益志向，統合的努力の3点から説明される（Bell　and　E㎞ory1971）．著名な

「マーケティング近視眼」（Levitt1960）の議論が示すように，中でも重要なの

は顧客志向である．つまり，マーケティング・コンセプトは，ターゲット市場の

欲求を明らかにして効率的・効果的に対応する点に，組織目標を達成する鍵があ

ると考える「ビジネス哲学」なのである（Kotler1994）．

　この考え方においては，企業のマーケティング活動の指針は消費者欲求の変化

に求められることになる．例えば，Kotler（1994）によれば，訴求すべき製品属

性を明らかにするための指針としてマズロー理論が役立つという．一例として

Kotler（1994）は自動車を挙げている．自動車は最初，基本的な輸送を提供して

おり，安全のために設計されていた．その後，社会的地位への欲求に訴えるよう

になり，さらにその後には，顧客の自己実現を手助けするようになったという．

　ただし，マーケティング・コンセプトにおいて想定されている消費者欲求の変

化は「望ましい」方向に限定されていることに注意すべきである．つまり，消費

者が画一化してきたとか，生産者に操られるようになった，といった変化は考え

られていないのである．なぜならぱ「望ましい」変化でなけれぱ，マーケティン

グ・コンセプトの理論的根拠であるマーケティングの発展段階説を説明できなく

なるからである．

　通常マーケティング論においては，「生産志向時代→販売志向時代→マーケ

ティング志向時代」という歴史的発展が想定されている5）．「生産志向時代」と

は，需要が供給を上回っており，基礎的な消費を満たすだけで精一杯で自由裁量

的消費を享受する人々がほとんどいない時代である．そのため，この時代には消
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費者欲求に対応する必要性が低かった．これは1930年代までのアメリカに見られ

るという．「販売志向時代」とは，生産高を上げるために過酷で攻撃的な高圧的

販売方法が採用された時代である．これは！930年代から1950年代のアメリカに見

られるという．「マーケティング志向時代」とは，マーケティング・コンセプト

が採用された時代である．この採用時点である1950～1960年代のアメリカにおい

て，近代的なマーケティングが生まれたというのが通説となっている6〕．

　つまり，マーケティング志向時代が到来することによって，消費考は生産者の

輌から解放されてきたと考えられているのである．この「望ましい」変化を説明

する枠組みとして，マズローの欲求階層理論が有用であることは明らかである．

　上述のように，マズロー理論の受容においては，より高次の欲求に移行するた

めには現時点の欲求は完全に満たされる必要がないことが見過ごされてきた．し

かし商品を提供する企業にとって，欠乏欲求を満たす商品を購入しなけれぱ自己

実現を達成するのが困難である状況の方が好ましいであろう．また，自己実現者

の欠点やその数の少なさも見過ごされてきた．自己実現が誰にとっても望ましく

かつ追求されるべき対象であり，それが商品の購入を通じて実現できるという消

費主義（COnSumeriSm）7〕が支配的な価値観になる状況も企業にとって好ましい

状況であろう．こうしたマズロー理論の改変が意図的なのか否かは明らかではな

い．しかし，マーケティング・コンセプトとの親和性を高めるという点では効果

的に作用したと考えられるだろう．

　以上のように考えると，マーケティング・コンセプトにおける消費者の捉え方

が見えてくる．「生産志向時代」から「マーケティング志向時代」への進歩とい

うストーリーは一見，消費者主権（COnSumer　SoVereignty）の実現を思わせる．

しかし，消費者は，商品の購入を経て自己実現を達成する存在であるし，またそ

うあるべきだとマーケティング・コンセプトにおいて考えられている．その限り

において，消費考は，Leiss（ユ976）が指摘するように，商品の購入から逃れら

れない存在であるだろう．消費を通じた自已実現についての価値判断は措くとし

ても，これが消費者主権の実現であると捉えることは問題があると思われる呂〕．
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6　おわりに

　本論文では，マズローの欲求階層理論を再検討した．そこから明らかになった

のは，マズロー理論自体の問題とマーケティングにおける受容のゆがみであった．

それにも関わらず，マーケティングにおいて大きな影響力を持ち続けた．その理

由として本論文が挙げたのは，マズロー理論と顧客志向を重視するマーケティン

グ・コンセプトの親和性であった．ここにマーケティング論におけるマズロー理

論の受容のあり方をさぐる意義があると筆者は考える．なぜならぱ，こうした作

業を通じて，消費者に対してマーケティング論が持つ認識枠組みや暗黙の仮定が

明らかになるからである．ただし，この親和性に関する議論はまだ仮説の段階で

あり，さらなる体系的検討を要することは論をまたない．今後の課題としたい．

　　　1）　ヒューマニスティック心理学についてはDeCarvalho（1991）やGoble（1970〕

　　　　　を，その社会的影響についてはSmith（1990〕を参照．

　　　2）　ここではマズローの代表的著作とされる『人閥性の心理学』第2版（Maslow

・　　　　1970）を中心に彼の欲求階層理論を説明する．1954年に初版（Maslow1954）

　　　　　が出版された本書は，彼の死の直前の1970年に大幅に修正され第2版として出

　　　　版された．したがって第2版からは，マズローの最も成熟した欲求階層理論を

　　　　読みとることができる．なお，現在流通している第3版1Maslow1987〕は，

　　　　改訂者によって章構成などが変更されている．

　　　3〕ただし，Maslow（1971〕は，自己実現欲求よりも高度の欲求として，宇宙，

　　　　宗教と人間存在の神秘的な領域に生きたいという超越的（transcendental）な

　　　　欲求を挙げている．このため，マズローの欲求階層理論を6つの欲求から構成

　　　　　されていると捉える立場もある．

　　　4〕物質的な欲求が精神的な欲求の前提条件となるという考え方に問題があるこ

　　　　　とにっいては，Hayek（1961）も参照．

　　　5〕　こうした発展段階説の端緒となったのが，Keith（1960）である．なお，現在

　　　　　では「マーケティング志向時代」の後に，企業の社会的責任を重視する「社会

　　　　　志向時代」が続く図式が一般的である（Kot1er1994〕．

　　　6〕　この通説が誤りであることを史実に基づいて明らかにしたのが，FuHerton

　　　　　（1988〕とHouander（1986〕である．
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